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活動内容 

目的 

 
平成 20 年からより岡山で始まった「家族ぴあ活動」は、家族会同様に、同じ

悩みを持つ家族だからこそ分かり合え、安心して悩みを共有できる場として機
能してきた。 
 家族・本人共に、それぞれの生活を自分らしく営むことができるようになる
ためには、リカバリーのプロセスや体験談を語り、伝え合うことはとても大切
であり、有意義だ。 
それと同時に、より正しい医療福祉の知識や情報を学びあう事も不可欠な要

件だ。 
その上で、より広く横とのつながりを求めていけたらと考えている。 
地域・支援者とのつながりを広く持つことができれば、精神疾患を持つ本

人、家族のことをよく知ってもらうことができ、未だに根強く残っている偏見
への対応も、しやすくなるのではないかと考えている。 
本人はもちろん、どこからも支援を受けられない家族の生き辛さが緩和で

き、ともに、自分らしく生きていける社会を目指していく。 
 

内容 

 
① 家族相談活動のスキルアップ研修（座談会形式） 年 1 回 

7 月 19 日 簑島豪智氏（愛媛県御荘診療所、精神科医） 
京都の病院から、地域と連携した医療を目指す愛媛県愛南町に移った簑島
氏。当会顧問の山本昌知精神科医を通しての繋がりや、昨年の御津合宿で
の出合いなど、当会の活動の広がりの一つの結果としての会となった。一
つ一つの言葉を慎重に選びながら話す様子には、その場に居合わせた参加
者の心に響いてくるものがあった。 

 
② ゲストを迎えての座談会  年 5 回；奇数月第 3 土曜日 

5 月 17 日 成田美和子氏 （NPO 法人 Attane 理事） 
スタッフの中の数人と、実は 20 年来の知り合いであったことが判明し
た。長く環境問題と関わってきた成田氏は、現在、不登校や生きづらさを
抱える子どもと向き合っている。 
今回は、分かっているようでよく分からないゴミの分別の仕方について話
してもらった。当事者からも是非聞きたいとの声があり、活発なやり取り
があった。 

9 月 20 日 外山薫氏（一般社団法人わたげ代表理事）精神保健福祉士 
7 月の簑島氏の座談会に参加して「私も自分のストーリーを話したくなっ
た」と、1 時間ほど自分史を語られた。その後のフリートークでは、参加
者も語り、円座の中で言葉のやり取りが続いた。 



11 月 15 日 藤原史子氏 （倉敷仁風ホスピタル、精神保健福祉士） 
病院に戻る前は、障がい者の就労支援が専門だったそうだ。思うところあ
って退職し、今の職場に・・・と、自分語りを始めた。医療者も支援者も
同じ生身の人間であり、本人も家族も皆、対等な関係なのだと気づかせて
くれた。 

1 月 17 日 福本正俊氏 （岡山市健康づくり課、精神保健福祉士） 
岡山市家族会連絡会の、家族会担当をしている関係でつながっている。一
人で 200 件ほどの案件を抱えているそうだ。忙しくても、関わろうとし
てくれる。支援者にも、ゆとりが必要である。 

3 月 21 日 菅原明美氏 （美作大学准教授、精神保健福祉士） 
とても気さくで明るく、場が一気に和んだ。大学では、精神疾患を抱えて
いる家族のことに関わっている。学生さんと、本人と、連れ立って参加。
対話形式で本人の話を引き出していく様は、さすがだ。次代を担う学生さ
んとの交流も有意義だった。 

 
③ 本人も家族も交流を深めよう 

12 月 20 日 お楽しみ会 
じゃんけんゲーム、ビンゴゲーム、なぞなぞなど、誰でも楽しめ、全員が
参加できるように考えた。身体も動かしてリフレッシュでき、景品は、寄
付も募り、外れがないように全員にいきわたるように計画。皆が楽しい時
間を過ごせた。 

 
④ グループホーム訪問 

6 月 11 日 あーくのいえ 3 号店（倉敷市西中新田） 
昨年は、1 号店を訪問。家族でもある管理者のその活力に刺激されて、新
しくできた 3 号店に行った。朝ご飯と夕ご飯の 2 食を手作りしている現場
にであった。 

 
⑤ 事業所訪問 

7 月 4 日 スローカフェタンポポ（岡山市北区 就労継続 B 型作業所） 
岡山駅前の奉還町のアーケードの中にある小さな構えの店だが、いつも人
で賑わっている。スタッフも本人も生き生きと働いている姿を見ながらラ
ンチをいただき、働くことの大切さを感じ取った。 

 
⑥ 当会顧問の山本昌知医師主催の御津合宿に参加 

7 月 20 日～21 日（海の日）／8 月 10 日～11 日（山の日） 
精神科医の山本昌知氏、簑島豪智氏、星野概念氏、高宣良氏の 4 人を中心
に医療・福祉の関係者、当事者、家族など、多種多様な人が集まった「対
話と表現の 24h」に参加。各々、対等な人同士フラットに話せる時間と場
所が、テーマなし、スケジュールなしで展開される。 
スタッフ 2 人以外にも、当会に参加してくれている家族が 20 人近く参加
した。本人を伴っていたり、配偶者と一緒だったり。後々へのつながりに
発展していく道筋がみえた。 
 

⑦ 臨床心理学会全国大会参加 
11 月 21 日～22 日 
とてもユニークな学会の全国大会が岡山市のきらめきプラザで開催され
た。当会代表も 1 日目に登壇。他に、家族も参加して一昨年、ゲストとし
て招いたことのあるヒアリングヴォイシズの佐藤和喜夫氏が場をとりしき
った。山本昌知氏、外山薫氏も登壇した。 
今年度のゲストとして決まっている田淵泰子氏も、岡山での活動をあつく
紹介した。 
本人・家族・支援者が、御津合宿とはまた違ったありようで、多様性、対
等性を体現していた。 

 

 



 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
オープンダイアローグを取り入れていきたいと計画していたが、ゲストの簑

島豪智氏から始まった自分語りが、次第に定着していった。 
1 時間程度の自己紹介を兼ねての自分語り、その後、長めの休憩時間をとり、

雑談とお茶とお菓子で心を和ませ、参加者の発言が出やすい雰囲気がかもしだ
されていった。自然と落ち着いていったその形が、座談会においては、続いて
いくことになるかもしれない。 
菅原明美氏が始めた、当事者本人と対話しながら進めていく方法も、ゲスト

の多様な面と向き合う結果になった。 
マスコミを取り込みたいという意向で準備を進めるなか、家族の中で、もう

少し慎重に検討した方がいいのではないか、という意見が出て、一旦保留にし
て、時期を考えることにした。 

 
 

成果 

 
岡山県下の家族会活動は、みんなねっとと連携した「家族による家族学習

会」など、15 年以上も開催し続けている。「家族会につながっていない、孤立
して苦しんでいる、まだ見ぬ家族の下に届いてくれたら…」とチラシを作
り、学習会への参加者を募っている。 
家族会は他の家族や友人、親戚にも話せないことも皆で共有できる、安心

できる場所になっているが、「家族・ぴあ岡山」は、家族会のつながりにとど
まらない、もっと広く支援者・地域の人とも交流をしていくことをめざして
きた。 
その中で、今年は少し、方向性が見え始めた。 
① 円座になって、各々、顔が見え、声も聞こえやすいようにする。 
② まず、自分語りをしたり、対話形式で進めたり、自由。 
③ 長めの休憩をとり雑談を大事にする。 
④ 皆が発言できる雰囲気作りをする。 
⑤ テーマは設けない。 
⑥ ここだけの話にする。 

 
家族会活動も、時代の流れの中で変わらざるをえない。情報量が多すぎる

せいなのかリアルに会いたいとの要求も、数こそまだ多くはないが、少しず
つ増えてきている。 
電話相談にかける電話 1 本にどれほどの勇気がいることだろうか、と思い

をはせるが、その一方で、あちこち、つながっているはずなのに、家族の支
援だけは抜け落ちていると、思うことがある。 
「家族ぴあ・岡山」にできることは、「一緒に考えよう」という事だ。 
そのために、できる限りの人につながり、糸口を見つけたいと、日々、奮

闘している。 
2025 年度は、ゲストとのつながりや、各種イベント、学会、グループホー

ムなど、人との出会いが更なる広がりを感じさせた年度でもあった。このつ
ながりを、大切に育てていきたい。 

 

今後の課題と対
応策 

 
役員同士のコミュニケーションをはかることは、相変わらず大切な課題として残って

いる。 
日々、忙しい中で時間をやり繰りすることは大変ではあるが、そんな中で、新会計が

きまった。ともに歩いて行ければ幸いだ。 
3 月のゲストの菅原氏が、ご本人と学生さんを連れて来てくれた。次年度につながる

交流が生まれそうで頼もしく感じている。ご本人は、次年度のゲストとして検討中だ。 
今年度のゲストには、訪問看護師を 2 人、予定している。家族同士の対話を通して、

訪問看護の必要性を強く感じるからだ。 
法律の話しも大切で、岡山パブリック法律事務所の弁護士も、ゲストに予定してい

る。ここの友の会に入会している家族も多く、関心は高い。次年度には成年後見制度に
ついての法律も変わるので、やはり、関係者を呼ぶことを考えている 

 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
年に一回の家族相談活動のスキルアップ研修 
7 月 19 日（土）ゲスト簑島豪智氏（愛媛県御荘診療所・精神科医） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲストを迎えての座談会 年 5 回 奇数月第 3 土曜日 
5 月 17 日（土）ゲスト成田美和子氏（NPO 法人 attane 理事） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲストを迎えての座談会 年 5 回 奇数月第 3 土曜日 
9 月 20 日（土）ゲスト外山薫（精神保健福祉士）  
 
 



 

 
ゲストを迎えての座談会 年 5 回 奇数月第 3 土曜日 
11 月 15 日（土）ゲスト藤原史子氏（倉敷仁風ホスピタル精神保健福祉士） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲストを迎えての座談会 年 5 回 奇数月第 3 土曜日 
1 月 17 日（土）ゲスト福本正俊氏（岡山市健康つくり課、精神保健福祉士） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ゲストを迎えての座談会 年 5 回 奇数月第 3 土曜日 
3 月 21 日（土）ゲスト菅原明美氏（美作大学准教授、精神保健福祉士） 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   お楽しみ会 じゃんけんゲーム、ビンゴゲーム、なぞなぞなど 

12 月 20 日（土） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
グループホーム、あーくのいえ 3 号店（倉敷市西中新田） 
6 月 11 日（水) 4 人で訪問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
スローカフェタンポポ（岡山市北区就労継続 B 型作業所） 7 月 4 日（金）3 人 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
対話と表現の 24H 2025 夏合宿イン御津 
7 月 20 日～21 日（海の日） 8 月 10 日～11 日（山の日） 20 人が参加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日本臨床心理学会 2025 岡山大会 
11 月 21 日～22 日 4 人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「家族ぴあ・岡山」の名刺判スケジュール 

 


